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(c)2012 宇宙戦艦ヤマト 2199 製作委員会 

                              

 

 

＜新作情報＞                           ２０１１年１１月１４日 

 

『宇宙戦艦ヤマト』ＴＶアニメ第１作が、完全新作アニメーションとしてよみがえる 

『宇宙戦艦ヤマト２１９９』 
 ２０１２年４月７日より全国１０館でイベント上映 

 

バンダイビジュアル株式会社 

 

 バンダイビジュアル株式会社（住所：東京都品川区、社長：大下 聡）の製作参加作品である完全新作

ＴＶアニメーション『宇宙戦艦ヤマト２１９９』が、ＴＶ放送に先駆けて２０１２年４月７日より全国

１０館でイベント上映されることが決定しました。 

  

■『宇宙戦艦ヤマト２１９９』について 

 『宇宙戦艦ヤマト』は、１９７４年に読売テレビ系列で放送され、今なお絶大な人気を誇るＴＶ

アニメシリーズです。再放送を重ねるごとに人気が加速し、“ヤマトブーム”と呼ばれる社会現象

を引き起こしました。『宇宙戦艦ヤマト』をきっかけに、

それまで“ＴＶ漫画”と呼ばれていたものが“ＴＶアニ

メ”と呼ばれるようになり、“アニメ”という言葉を一

般に浸透させる原動力ともなるなど、アニメ業界に大き

な影響を与えました。『宇宙戦艦ヤマト２１９９』は、

そのＴＶアニメシリーズ『宇宙戦艦ヤマト』をベースに、

新たなスタッフで制作する完全新作ＴＶアニメーショ

ン用シリーズ作品です。その第一話・第二話（約５０分

予定）が、ＴＶ放送に先駆けて２０１２年４月７日より

全国１０館でイベント上映されることが決定しました。

本作の詳細情報につきましては、作品公式サイト

（http://www.yamato2199.net）にて順次発表していき

ます。 

 

『宇宙戦艦ヤマト２１９９』 

＜スタッフ＞ 

原作：西崎義展 

総監督：出渕裕 

キャラクターデザイン：結城信輝 

アニメーション制作：ＸＥＢＥＣ、ＡＩＣ 

 

＜イベント上映＞ 

開始時期：２０１２年４月７日より 

上映館 ：新宿ピカデリー／横浜ブルク１３／ＭＯＶＩＸ柏の葉／ＭＯＶＩＸさいたま 

      ＭＯＶＩＸ宇都宮／なんばパークスシネマ／ＭＯＶＩＸ京都 

ミッドランドスクエアシネマ／福岡中洲大洋／札幌シネマフロンティア 
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バンダイビジュアルＵＲＬ  http://www.bandaivisual.co.jp 

『宇宙戦艦ヤマト２１９９』公式サイト   http://www.yamato2199.net 
 

 

 

※『宇宙戦艦ヤマト 復活篇 ディレクターズカット』を２０１２年１月２８日よりイベント上映 

『宇宙戦艦ヤマト 復活篇』とは、２００９年に公開された劇場アニメーションです。劇場アニメーシ

ョン『宇宙戦艦ヤマト 完結篇』（１９８３年公開）にてヤマトがアクエリアスの海に沈んでから１７

年後の西暦２２２０年を舞台に、再び未曾有の危機直面する人類を救うため、再建されたヤ

マトの新たな戦いを描いています。その『宇宙戦艦ヤマト 復活篇』を、故・西﨑義展監督の遺志

により、新作カットを追加し、オリジナルバージョンとは異なるエンディングを収録、さらに、音響パー

トを完全リニューアルし再構成した『宇宙戦艦ヤマト 復活篇 ディレクターズカット』を、２０１２年１月

２８日（土）から２月３日（金）までシネマート新宿（東京）、シネマート心斎橋（大阪）にてレイトショー

公開することが決定しました。 

＜『宇宙戦艦ヤマト 復活篇 ディレクターズカット』イベント上映＞ 

イベント上映日程：２０１２年１月２８日（土）～２月３日（金） レイトショー公開 

イベント上映劇場：シネマート新宿（東京）、シネマート心斎橋（大阪） 

上映時間：約１２０分 ／ 入場料（共通）：１５００円（５％税込） 

 

 

 

『宇宙戦艦ヤマト 復活篇』公式サイト  http://www.yamato2009.jp 

 

『宇宙戦艦ヤマト』第１作が、完全新作アニメーションとしてよみがえる！ 

あらゆる状況を塗り替えた歴史的名作の熱気を受け継ぎ、ベストクリエイターが結集。２１世

紀の作品として真価を世に問う。ガミラスの侵略で破滅寸前に追いこまれた地球を救うため、

銀河をはるかに超えたイスカンダルへと、宇宙戦艦ヤマトはワープにワープを重ねて果てしな

い旅を続ける。それは絶望を希望にかえる、勇気の旅路なのだ。 

終末ブームで陰鬱な空気が漂っていた１９７４年、『ヤマト』は「テレビまんが」と呼ばれて

いたアニメの児童向けというポジションを一変させた。不利な状況にくじけず未来を切り拓

く、ヤマトの強い信念と志を必要とする時期が、また到来したのである。 新ビジュアルと入

念に再構築されたストーリーで単なるリメイクの枠を大きく超える、熱き魂の継承の瞬間をぜ

ひ目撃しよう！  

（アニメ評論家：氷川竜介）

この作品は偉大である。 

 

自分が、いまここに在るのは、自分が、この世界に誘われたのは、 

３７年前のこの作品との出会いがあったからだ。 

 

だからこそ、避けるわけにはいかない。だからこそ、伝えていかねばならない。 

だからこそ、やり遂げねばならない。 

 

感謝と敬意と、そして思いを込めて、自分と同じく、この艦に若くして巡り会った人々へ、 

この艦を知らない、未来を築く今を生きる若者へ、 

宇宙戦艦ヤマトは時代を超え、「宇宙戦艦ヤマト２１９９」として、ここに新生する。 

 

観た人々の、新しき第一歩足らん事を。 

（総監督：出渕裕） 


